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カケハシ・プロジェクト（招へいプログラム） 

（アメリカ、若手研究者第 3 陣）の記録 

 

１．プログラム概要 

対日理解促進交流プログラム「カケハシ・プロジェクト」として、米国より社会人の

若手研究者 9名が、2017 年 2 月 8 日～14 日の 6泊 7日の日程で来日し、日本の政治、

経済、社会、文化、歴史及び外交政策等などの対日理解促進を目的としたプログラムに

参加しました。省庁講義、シンクタンク訪問、歴史的建造物視察、伝統文化体験等を通

じて幅広く日本を理解する機会を持ち、各々の関心事項や体験について SNS を通じて対

外発信を行いました。また、報告会では訪日経験を生かした、帰国後のアクションプラ

ン（活動計画）について発表しました。 

 

【参加国・人数】 

アメリカ 9 名（ヘリテージ財団） 

 

【訪問地】 

東京都、広島県 

  

 

２．日程    

２月８日（水） 成田国際空港より入国 

２月９日（木） 【オリエンテーション】 

 【講義】外務省北米局「日本の外交政策」 

【省庁訪問】財務省 

２月１０日（金） 【意見交換】日本銀行、金融研究所貨幣博物館 

 【シンクタンク訪問・意見交換】みずほ総合研究所株式会社 

 【歴史的建造物】浅草寺 

２月１１日（土） 広島県へ移動 

【歴史的建造物】原爆ドーム、平和記念公園、広島平和記念資料館 

【歴史】被爆体験講話 

【歴史的建造物】広島城 

２月１２日（日） 【歴史的建造物】宮島（厳島神社） 

 【地場産業】中国醸造株式会社：工場見学 

 【ワークショップ】 

２月１３日（月）  東京へ移動 

【研究所訪問】独立行政法人国立社会保障人口問題研究所 

【報告会】 

【企業視察】東海旅客鉄道株式会社 

２月１４日（火）  成田空港より出国 
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３．プログラム記録写真  

東京 

  

2/9【省庁訪問】財務省（東京都） 2/10【意見交換】日本銀行(東京都) 

  
2/10【シンクタンク訪問】みずほ総合研究所

株式会社（東京都） 

2/10【歴史的建造物】浅草寺（東京都） 

  
2/13【報告会】（東京都） 2/14【企業視察】東海旅客鉄道株式会社(東

京都) 

地方プログラム 広島県 

  
2/11【歴史的建造物】原爆ドーム(広島市) 2/11【歴史】被爆体験講話(広島市) 
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2/11【歴史的建造物】広島城(広島市) 
2/12【歴史的建造物】宮島（厳島神社）(廿

日市市) 

  

2/12【地場産業】中国醸造株式会社（廿日市

市） 

2/12【地場産業】中国醸造株式会社（廿日

市市） 

 

 

４．参加者の感想 

 米国若手研究者（社会人） 

日本を訪れることが出来る幸運を得て、文化・歴史的な側面を体験しただけでなく、同じ分野

の日本人たちとの活発な意見交換を行う機会を持ち、私の日本に対する印象、知識は大変

豊かなものになりました。プログラムには教育的な要素と文化交流の要素の双方が含まれて

いて、とても良かったと思います。講師や訪問先担当者の方々のおかげで、私の日本での経

験は素晴らしいものとなりました。  

外務省、財務省をはじめ日本銀行やその他組織の方々にお会いし、そこで多くの質問をし、

興味深い意見交換を行ったことは、私の日本の政治経済についての知識を豊かにしただけ

でなく、今後の研究、特に予算編成や財政分野、それらの長期展望の研究を行う動機付けと

なりました。 

日本人のホスピタリティと、日本そして日本の人々が持つ真の美しさをはっきりと見て取ること

ができました。人々の歓迎を心から感じることができました。日本の印象は圧倒的に良いもの

として残っています。 
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 米国若手研究者（社会人） 

歴史を専攻した者として、日本が自らの歴史的な出来事についてどのように捉えているのか

を学ぶことができたことは素晴らしい経験でした。これは大変重要なことです。また、省庁、研

究所を訪問した際の意見交換は、大変充実した実り多いものでした。お会いした皆さんから

貴重な識見を聞くことができ、また、積極的な議論をすることができました。今後も日本との対

話を維持していきたいと願っています。 

 

 米国若手研究者（社会人） 

このプログラムに参加し、一番心に残ったのは私が出会った日本人の礼儀正しさと親切さで

す。プログラム関係者から見知らぬ人まで、全ての人達が私たちをとても温かく迎えてくれま

した。日本で名刺交換の際に、時間をかけてしっかり相手の名刺を確認することで、相手に尊

敬の気持ちを表す習慣が素敵だと思いましたし、アメリカでも同様にできれば良いと思います。

また、日本文化に触れるため多様なプログラムが用意されたことに感謝しています。プログラ

ム関係者がプログラム計画作成時に多くの配慮をしてくれたのだと理解しています。様々な

種類の料理を試す機会があり、私はとても感激しました。中でも私が気に入ったのはお刺身

料理でした。また、宮島で食べた広島特有の料理（お好み焼き）も美味しく、良い体験となりま

した。宮島は本当に美しい島でした。この旅で私が一番大きく心を動かされたのは広島平和

記念公園を訪問し、被爆者の方の講話を聞いたことでした。とても辛い、悲しい話でしたが、

私にとってこの経験は何ものにも代え難いものとなりました。彼女がしてきたような経験をこの

世の誰もすべきではありません。被爆者ご本人からお話を聞く機会を得たことを名誉に思い、

私は、その内容を国に戻って家族や友人と共有したいと思っています。 

日本の文化と歴史を学ぶことができたことも、貴重な経験でした。日本文化は大変豊かなも

ので、尊敬の念、ホスピタリティ、親切心、信頼、伝統に大きな価値を置いています。私はこの

ことを大変素晴らしいと思っており、アメリカ人もこれらをもっと取り入れられるよう努めるべき

だと思います。このプログラム参加は一生に一度の経験で、参加の機会に心から感謝してい

ます。 

 

５．受入れ側の感想 

 日本/若手研究者（社会人） 

今回訪問された米国の研究者は、金融政策に詳しく、また、好奇心が旺盛でしたので、意見

交換はとても楽しいものでした。カケハシ・プロジェクトの受け入れは貴重な機会となりまし

た。 

 

 日本/若手研究者（社会人） 

昨年 12 月のカケハシ・プロジェクト参加メンバーとして、米国若手研究者発表会に参加し、日

米経済に対する議論を行いました。今回は、ワシントンで会った米国メンバーを日本で迎える

事ができ、非常に有意義な意見交換ができました。プロジェクト終了後も、このように若手研

究者間の交流が続く事は、日米の長期的な関係性の観点からも意味深いと感じました。 
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６．参加者の対外発信 

 

 

民営化された鉄道会社による新幹線は日本を

時速 200 マイルで日本各地を結ぶ高速鉄道ネ

ットワーク 

宮島で神社とお寺を訪問。日本の土着の神道

の考えと仏教がどのように共存するかを学び

ました。 

 
７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

 

（アクション・プラン） 

■ヘリテージ財団のウェブサイトに情報を

上げる  

■フェイスブックに写真、ツィッターでハッ

シュタグ発信  

■日本の消費税について調査・発表  

■今後の KAKEHASHI 参加希望者にプログラ

ム内容を共有 

 


